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9. 研究実績の概要

　本年度の研究課題「台湾ニューシネマとそれ以降の台湾映画における「日本時代」表象研究」の研究成果は以下の通りである。
（1）研究成果の公表：10月に、日本現代中国学会2015年度全国学術大会において、分科会「台湾文学・映画における日本表象と日本
文学における台湾表象の相互性」を企画者として企画し、「戦後台湾映画における日本時代表象」と題して発表した。本発表の一部は
、大内憲昭・渡辺憲正編著『東アジアの政治と文化――近代化・安全保障・相互交流史』（明石書店、2016年3月）に、論文「一九六
〇年代の日台合作映画製作の背景および「日本時代」と「抗日戦争」表象」として掲載した。さらに、所澤潤・林初梅編著『台湾のな
かの日本記憶 戦後の「再会」による新たなイメージの構築』（三元社、2016年3月）に、論文「現代台湾映画における「日本時代」の
語り ─『セデック・バレ』・『大稲テイ』・『ＫＡＮＯ』を中心に」を掲載した。また、3月26日に台北駐日経済文化代表処台湾文化
センター において、「金門島にかける橋」上映会を開催し、「台湾映画における日本表象―1960年代を中心に」と題して講演した。
（2）資料・書籍の購入と分析：本年度は、科学研究費助成事業を利用して、台湾映画における「日本時代」表象に関わる資料や研究
書及びＤＶＤを購入した。現在これらの資料や先行研究の分析を順次進めている。
（3）資料の調査・収集：8月と3月に台北の国家電影中心や、国家図書館で、関係資料の調査・収集を行なった。また、現地の研究者
に貴重な資料を提供していただくとともに意見を交換するなど、大きな収穫があった。
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